
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 
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１． 部分共有マスタモード時のバス権開放要求に関して

　　部分共有マスタモード時に BSREQ#端子が不要にローレベルになり、バス権を

　要求します。マスタ側のバス性能に影響がありますのでご注意ください。

２． 不具合内容

　下記(a)から(d)のすべてを満たす場合にエリア２へのアクセス要求がなくてもリフレッシュ動作中に

BSREQ#端子がローレベルになり、マスタ側にバス権の開放を要求します。BSREQ#のアサート期間は下記

(d)MCR.TRC の設定に従い、3から 21CKIO-cycle です。

　　　（発生条件）

(a)部分共有モードに設定(BCR1.PSHR=1)

(b)エリア 3をリフレッシュを行うように設定

　　(BCR1.DRAMTP[2：0]=010 又は 011 又は 101、MCR.RFSH=1,MCR.RMODE=0)

(c)エリア 2の共有エリアにアクセスした後、リフレッシュ以外の外部メモリに対する

　　アクセス要求（CPU や DMAC によるエリア０～6に対するチップ内部でのアクセス

　　要求）がバスステートコントローラに対して発生していない。

(d)MCR.TRC に 0以外の値を設定(MCR.TRC[2:0] ≠ 000)

３． 不具合の例

　　リフレッシュを 4096 回／64ms 程度で行う場合、15μs 程度に 1 回リフレッシュ動作を行うことにな

ります。そのために、バス権要求にマスタ側が応答する場合、15μs 程度に 1 回の割合での 3 から

21CKIO-cycle 程度のマスタ側のバス性能劣化が発生する可能性があります。

　また、BSREQ#がアサートされた時にマスタ側がバスを使用している等の理由で即座に BSACK#がアサー

トされない場合は、本不具合によるマスタ側への影響は少なくなります。
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　４．回避策

本不具合によるマスタ側のバス性能劣化が問題になる場合、（１）又は（２）の方法で回避することが

出来ます。

　　　　(1)MCR.TRC[2:0]=０００の設定で使用する。

　　　　(2)プログラムをエリア２以外に配置して、エリア 2のアクセスの命令の直後に外部メモリ空間

　　　　　（エリア 0,1,3-6）にダミーアクセスを行う命令を配置する。


